
(57)【要約】

【課題】画素の透過率を確保しつつ液晶分子の応答速度

を向上させ、工程マージンを確保する。

【解決手段】絶縁基板２１０上にブラックマトリックス

２２０、カラーフィルタ２３０及び共通電極を順次に形

成し、絶縁物質を積層して絶縁膜を形成する。次に、形

成された絶縁膜をマスクを用いて露光現像してプレチル

ト膜３１０を形成する。マスクは、スリット及び遮光膜

が交互に配置されて構成され、かつ、遮光膜の幅が一定

で、スリットの幅が中心から両側縁に行くほど次第に増

加する第１領域Aと、第１領域Aの両側に配置され、スリ

ットの幅が一定で、遮光膜の幅が第１領域から遠くなる

ほど減少する第２領域Bとを含んでいる。これにより、

均一な傾斜面を有するテーパ構造のプレチルト膜３１０

を形成することができ、液晶の応答速度を向上させると

ともに、工程マージンを確保できる。

【選択図】　図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 心 か ら 遠 く な る ほ ど 低 透 過 率 を 有 す る 露 光 領 域 を 含 む マ ス ク
【 請 求 項 ２ 】
前 記 露 光 領 域 は 、 ス リ ッ ト と 遮 光 膜 と の 交 互 配 列 で 構 成 さ れ 、 か つ 、 複 数 の 遮 光 膜 の 幅 が
一 定 で 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 中 心 か ら 両 側 縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 増 加 す る 第 １ 領 域 と 、 前
記 第 １ 領 域 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 一 定 で 、 複 数 の 遮 光 膜 の 幅 が 前 記 第
１ 領 域 か ら 遠 く な る ほ ど 減 少 す る 第 ２ 領 域 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ
ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 領 域 の 遮 光 膜 及 び 前 記 第 ２ 領 域 の ス リ ッ ト は 、 １ ． ０ ～ ２ ． ５ μ mの 範 囲 の 幅 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 絶 縁 基 板 上 に 絶 縁 物 質 を 積 層 し て 絶 縁 膜 を 形 成 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 絶 縁 膜 を 、 中 心 か ら 遠 く な る ほ ど 低 透 過 率 を 有 す る 露 光 領 域 を 含 む マ ス ク を 用 い て
露 光 し 現 像 し て 、 プ レ チ ル ト 膜 を 形 成 す る ス テ ッ プ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 露 光 領 域 は 、 ス リ ッ ト と 遮 光 膜 と の 交 互 配 列 で 構 成 さ れ 、 か つ 、 複 数 の 遮 光 膜 の 幅 が
一 定 で 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 中 心 か ら 両 側 縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 増 加 す る 第 １ 領 域 と 、 前
記 第 １ 領 域 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 一 定 で 、 複 数 の 遮 光 膜 の 幅 が 前 記 第
１ 領 域 か ら 遠 く な る ほ ど 減 少 す る 第 ２ 領 域 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 領 域 の 遮 光 膜 及 び 前 記 第 ２ 領 域 の ス リ ッ ト は 、 １ ． ０ ～ ２ ． ５ μ mの 範 囲 の 幅 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 プ レ チ ル ト 膜 は 、 一 つ の 傾 斜 角 を 有 す る テ ー パ 構 造 で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 絶 縁 基 板 上 に 前 記 プ レ チ ル ト 膜 を 形 成 す る 前 に 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ 及 び 画 素 電 極 を 形 成 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 絶 縁 基 板 上 に 前 記 プ レ チ ル ト 膜 を 形 成 す る 前 に 、 共 通 電 極 を 形 成 す る ス テ ッ プ を さ ら
に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 共 通 電 極 及 び 前 記 画 素 電 極 は 、 ド メ イ ン 規 制 手 段 で あ る 切 開 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ８ 及 び 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ス ク 及 び こ れ を 用 い る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 一 般 に 、 共 通 電 極 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ な ど が 形 成 さ れ て い る 上 部 基 板
と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 画 素 電 極 な ど が 形 成 さ れ て い る 下 部 基 板 と の 間 に 液 晶 物 質 を 注
入 し て 、 画 素 電 極 と 共 通 電 極 に 互 い に 異 な る 電 位 を 印 加 す る こ と に よ っ て 電 界 を 形 成 し て
液 晶 分 子 の 配 列 を 変 更 し 、 こ れ に よ り 、 光 の 透 過 率 を 調 節 し て 画 像 を 表 現 す る 装 置 で あ る
。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 中 で も 、 現 在 主 に 使 わ れ て い る も の は 、 電 界 生 成 電 極 が 二 つ の 表 示 板 に
各 々 具 備 さ れ て い る も の で あ る 。 そ の 中 で も 、 一 つ の 表 示 板 に は 複 数 の 画 素 電 極 が 行 列 状
に 配 列 さ れ 、 も う 一 つ の 表 示 板 に は 一 つ の 共 通 電 極 が 表 示 板 全 面 を 覆 っ て い る 構 造 の 液 晶
表 示 装 置 が 主 流 で あ る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 画 像 表 示 は 、 各 画 素 電 極 に 個 別 に 電 圧 を 印 加
す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 そ の た め に 、 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 を ス イ ッ チ ン グ す る
た め の 三 端 子 素 子 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 各 画 素 電 極 に 接 続 し 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
を 制 御 す る た め の 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト 線 と 、 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 伝 達 す る デ ー
タ 線 を 表 示 板 に 配 設 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 視 野 角 が 狭 い の が 大 き な 短 所 で あ る 。 こ の よ う な 短 所 を 克
服 し 視 野 角 を 広 く す る た め の 様 々 な 方 案 が 開 発 さ れ て い る が 、 そ の う ち 、 液 晶 分 子 を 上 下
基 板 に 対 し 垂 直 に 配 向 し 、 画 素 電 極 と そ の 対 向 電 極 で あ る 共 通 電 極 に 一 定 の 切 開 （ 開 口 ）
パ タ ー ン を 形 成 す る か 又 は 突 起 を 形 成 し て 、 画 素 を 多 重 ド メ イ ン に 分 割 す る 方 法 が 有 力 視
さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 突 起 や 切 開 パ タ ー ン を 有 す る 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶
の 応 答 速 度 を 低 下 さ せ る の で 限 界 が あ る 。 そ の 原 因 の 一 つ は 、 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 際 に 、
ド メ イ ン の 周 縁 で あ る 切 開 パ タ ー ン に 隣 接 し て 配 列 さ れ て い る 液 晶 分 子 は 、 フ リ ン ジ フ ィ
ー ル ド に よ っ て 配 向 方 向 が 決 定 さ れ 急 速 に 再 配 列 さ れ る が 、 ド メ イ ン の 中 央 に 配 列 さ れ て
い る 液 晶 分 子 は 、 ド メ イ ン の 外 郭 に 配 列 さ れ た 液 晶 分 子 の 配 列 に よ る ズ レ 及 び 衝 突 に よ っ
て 再 配 向 が 決 定 さ れ る の で 、 全 体 的 に 液 晶 分 子 の 応 答 速 度 が 遅 く な る 。 こ の よ う な 問 題 点
を 解 決 す る た め に 、 切 開 パ タ ー ン を 狭 い 間 隔 で 配 置 す る こ と も で き る が 、 こ れ は 、 画 素 の
開 口 率 を 低 下 さ せ 、 光 の 透 過 率 が 低 下 す る 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 信 号 線 ま た は 絶 縁 膜 を パ タ ー
ニ ン グ す る た め に 、 マ ス ク を 用 い る フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 を 繰 り 返 し 実 施 す る 。 こ こ で 、
マ ス ク は 、 感 光 膜 を 選 択 的 に 露 光 し 、 導 電 膜 若 し く は 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の エ ッ
チ ン グ マ ス ク で あ る 感 光 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る が 、 感 光 膜 を 選 択 的 に 露
光 す る た め に 、 マ ス ク は 透 過 部 及 び 遮 光 部 を 含 む 。 こ こ で 、 遮 光 部 及 び 透 過 部 の サ イ ズ や
形 状 な ど の 変 更 に 伴 い 、 感 光 膜 パ タ ー ン や 薄 膜 の プ ロ フ ァ イ ル が 多 様 に な る が 、 そ の 一 方
で 、 マ ス ク は 、 工 程 の 再 現 性 及 び 均 一 性 が 保 持 で き る よ う に 設 計 す る 必 要 が あ り 、 こ れ に
よ る 工 程 マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 画 素 の 透 過 率 を 確 保 し つ つ 液 晶 分 子 の 液 晶 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ る 液
晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 工 程 マ ー
ジ ン を 確 保 で き る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 を 製 造 す る た め の マ ス ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 液 晶 分 子 が 初 期 に 任 意 方 向 に 傾 斜 す る
よ う に プ レ チ ル ト 膜 を テ ー パ 構 造 で 形 成 す る 。 こ の 時 、 プ レ チ ル ト 膜 を 露 光 す る た め の マ
ス ク は 、 ス リ ッ ト と 遮 光 膜 と の 交 互 配 列 で 構 成 さ れ 、 か つ 、 複 数 の 遮 光 膜 の 幅 が 一 定 で 、
複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 漸 次 変 化 す る 領 域 と 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 一 定 で 、 複 数 の 遮 光 膜
の 幅 が 漸 次 変 化 す る 領 域 を 含 む 。
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る マ ス ク は 、 中 心 か ら 遠 く な る ほ ど 低 透 過 率 を 有 す る 露 光 領 域 を 含
む 。
　 こ の 時 、 露 光 領 域 は 、 ス リ ッ ト を 画 定 す る 遮 光 膜 の 幅 が 一 定 で 、 ス リ ッ ト は 中 心 か ら 両
周 縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 増 加 す る 幅 を 有 す る 第 １ 領 域 と 、 第 １ 領 域 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 ス リ
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ッ ト の 幅 が 一 定 で 、 ス リ ッ ト を 画 定 す る 遮 光 膜 が 第 １ 領 域 か ら 遠 く な る ほ ど 減 少 す る 第 ２
領 域 を 含 む の が 好 ま し い 。
　 第 １ 領 域 の 遮 光 膜 及 び 第 ２ 領 域 の ス リ ッ ト は 、 １ ． ０ ～ ２ ． ５ μ mの 範 囲 の 幅 と す る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 絶 縁 基 板 上 に 絶 縁 物 質 を
積 層 し て 絶 縁 膜 を 形 成 す る 。 次 に 、 絶 縁 膜 を 中 心 か ら 遠 く な る ほ ど 低 透 過 率 を 有 す る 露 光
領 域 を 含 む マ ス ク を 用 い て 露 光 し 現 像 し て プ レ チ ル ト 膜 を 形 成 す る 。
　 こ の 時 、 露 光 領 域 は 、 ス リ ッ ト と 遮 光 膜 と の 交 互 配 列 で 構 成 さ れ 、 か つ 、 複 数 の 遮 光 膜
の 幅 が 一 定 で 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 中 心 か ら 両 周 縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 増 加 す る 第 １ 領 域
と 、 第 １ 領 域 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 複 数 の ス リ ッ ト の 幅 が 一 定 で 、 複 数 の 遮 光 膜 の 幅 が 第 １
領 域 か ら 遠 く な る ほ ど 減 少 す る 第 ２ 領 域 と を 含 む こ と が 好 ま し い 。
　 第 １ 領 域 の 遮 光 膜 及 び 第 ２ 領 域 の ス リ ッ ト は 、 １ ． ０ ～ ２ ． ５ μ mの 範 囲 の 幅 と す る の
が 好 ま し く 、 プ レ チ ル ト 膜 は 、 一 つ の 傾 斜 角 を 有 す る テ ー パ 構 造 で 形 成 す る の が 良 い 。
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 絶 縁 基 板 上 に プ レ チ ル ト 膜 を 形
成 す る 前 に 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 画 素 電 極 を 形 成 し た り 、 共 通 電
極 を 形 成 す る こ と も で き る 。 こ こ で 、 共 通 電 極 及 び 画 素 電 極 は 、 ド メ イ ン 規 制 手 段 で あ る
切 開 部 を 有 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 プ レ チ ル ト 膜 を 追 加 し 液 晶 分 子 に 傾 斜 を 与 え る こ
と に よ っ て 、 液 晶 の 応 答 速 度 を 向 上 さ せ 、 動 画 の 実 現 が 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る こ
と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 ス リ ッ ト の 幅 及 び
間 隔 を 一 定 で 且 つ 択 一 的 に 、 次 第 に 増 加 す る 領 域 を 含 む マ ス ク を 用 い て プ レ チ ル ト 膜 を 形
成 す る こ と に よ っ て 、 プ レ チ ル ト 膜 の 傾 斜 面 を 均 一 で 且 つ 一 定 に 形 成 す る こ と が で き 、 均
一 性 及 び 再 現 性 を 保 持 で き る 製 造 工 程 を 通 じ て 、 工 程 マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に 対 し て 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 に
お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 す る こ と が で き る よ う に 、 詳 細 に 説 明 す る 。 し
か し 、 本 発 明 は 、 多 様 な 形 態 で 実 現 す る こ と が で き 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
　 図 面 は 、 各 種 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 、 厚 さ を 拡 大 し て 示 し て い る 。 明 細 書
全 体 を 通 じ て 類 似 し た 部 分 に つ い て は 同 一 な 図 面 符 号 を 付 け て い る 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な
ど の 部 分 が 、 他 の 部 分 の “ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 に ” あ る 場 合
に 限 ら ず 、 そ の 中 間 に 更 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ す
ぐ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 中 間 に 他 の 部 分 が な い 場 合 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 に し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 表 示 板 及 び こ れ を 含 む 多 重 ド メ イ ン 液 晶 表 示
装 置 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 構 造 を 示 す 配
置 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 対 向 表 示 板 の 構 造 を 示 す 配 置
図 で あ り 、 図 ３ は 本 発 明 の 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る 表 示 板 を 整 列 し 完 成 し た 一 実 施 例 に よ
る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 配 置 図 で あ り 、 図 ４ は 図 ３ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の IV-IV´ 線
に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 下 側 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ と こ れ と 対
向 し て い る 上 側 の 対 向 表 示 板 ２ ０ ０ 、 及 び こ れ ら の 間 に 形 成 さ れ 、 二 つ の 表 示 板 １ ０ ０ 、
２ ０ ０ に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 配 向 さ れ て い る 液 晶 分 子 ３ １ ０ を 含 む 液 晶 層 ３ か ら な る 。 こ の
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時 、 各 々 の 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に は 配 向 膜 １ １ 、 ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 配 向 膜 １ １ 、
２ １ は 、 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 ３ １ ０ を 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 対 し て 垂 直 に 配 向 す る 垂 直
配 向 モ ー ド で あ る の が 好 ま し い が 、 そ う で な い こ と も あ る 。 な お 、 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ 及 び
下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 外 側 面 に は 、 各 々 、 上 部 及 び 下 部 偏 光 板 １ ２ 、 ２ ２ が 配 設 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ガ ラ ス 等 の 透 明 な 絶 縁 物 質 か ら な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ に は 、 図 １ 及 び 図 ３
等 に 示 す よ う に 、 ITO（ indium tin oxide） や IZO（ indium zinc oxide） な ど の 透 明 な 導
電 物 質 か ら な り 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ を 有 し て い る 画 素 電 極 １ ９ ０ が 形 成 さ れ て
お り 、 各 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ て 画 像 信 号 電 圧 の 印 加 を 受 け る
。 こ の 時 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 走 査 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 画 像 信 号 を 伝 達 す
る デ ー タ 線 １ ７ １ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て 、 走 査 信 号 に 応 じ て 画 素 電 極 １ ９ ０ を オ ン 、 オ フ
す る 。 こ こ で 、 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 で あ る 場 合 に は 透 明 な 物 質 で あ る
必 要 が 無 く 、 そ の 時 に は 下 部 偏 光 板 １ ２ も 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ガ ラ ス 等 の 透 明 な 絶 縁 物 質 か ら な り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ と 対 向 す る 対 向 表
示 板 ２ ０ ０ に は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 画 素 の 周 縁 で 発 生 す る 光 漏 れ を 防 ぐ た め の
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ 、 赤 、 緑 、 青 の カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ 、 及 び ITOま た は IZOな
ど の 透 明 な 導 電 物 質 か ら な る 基 準 電 極 ２ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２
２ ０ は 、 画 素 領 域 の 周 縁 部 の み な ら ず 、 基 準 電 極 ２ ７ ０ の 切 開 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３
と 重 な る 部 分 に も 形 成 で き る 。 こ れ は 、 切 開 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ に 因 る 光 漏 れ を 防
ぐ た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ に つ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ に は 、 下 部 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 複
数 の ゲ ー ト 線 １ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 線 １ ２ １ は 主 に 横 方 向 に の び て 、 各 ゲ ー ト
線 １ ２ １ の 一 部 は 複 数 の ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ を な す 。 ゲ ー ト 線 １ ２ １ に は ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４
が 突 起 状 に 形 成 さ れ 、 本 実 施 例 の よ う に 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ は 、 外 部 か ら の ゲ ー ト 信 号 を ゲ
ー ト 線 １ ２ １ に 伝 達 す る た め の 接 触 部 を 有 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の
端 部 １ ２ ９ は 他 の 部 分 よ り も 広 い 幅 を 有 す る が 、 そ う で な い 場 合 に は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の
端 部 は 、 基 板 １ １ ０ 上 に 直 接 形 成 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 出 力 端 に 直 接 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 同 一 層 で 維 持 （ 保 持 ） 電 極 配 線 が 形 成 さ れ て
い る 。 各 維 持 電 極 配 線 は 、 画 素 領 域 の 周 縁 で ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 並 ん で 伸 び て い る 維 持 電 極
線 １ ３ １ と 、 そ こ か ら 伸 び た 複 数 対 の 維 持 電 極 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dを 含
む 。 一 組 の 維 持 電 極 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dは 、 縦 方 向 に の び て 、 横 方 向 に
の び た 維 持 電 極 線 １ ３ １ に よ り 互 い に 接 続 さ れ て い る 縦 部 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ bと 、 後 に 形 成
さ れ る 画 素 電 極 １ ９ ０ の 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ３ と 重 な り 、 縦 部 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ bを 接 続 す
る 斜 線 部 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dか ら な る 。 こ の 時 、 維 持 電 極 配 線 は 、 一 組 の 維 持 電 極 １ ３ ３ a
、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dを 持 た な い こ と も あ り 、 ま た 、 必 要 に 応 じ て 種 々 の 形 状 に
変 形 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dは 、 Al
、 Al合 金 、 Ag、 Ag合 金 、 Cr、 Ti、 Ta、 Moな ど の 金 属 な ど で 形 成 さ れ る 。 図 ４ に 示 す よ う に
、 本 実 施 例 の ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １
３ ３ dは 単 一 層 に 形 成 さ れ て い る が 、 物 理 、 化 学 的 特 性 が 優 れ た Cr、 Mo、 Ti、 Taな ど の 金
属 層 と 、 低 い 比 抵 抗 の Al系 列 ま た は Ag系 列 の 金 属 層 を 含 む 二 重 層 に 形 成 す る こ と も で き る
。 こ の 他 に も 、 様 々 な 金 属 や 導 電 体 で 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３
a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dを 形 成 す る こ と が で き る 。
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dの 側 面
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は 傾 斜 し 、 水 平 面 に 対 す る 傾 斜 角 が ３ ０ ～ ８ ０ ° で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ a、 １ ３ ３ b、 １ ３ ３ c、 １ ３ ３ dの 上 に
は 、 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） な ど か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は 、 複 数 の デ ー タ 線 １ ７ １ を 始 め と し て 、 複 数 の ド レ イ ン 電 極
１ ７ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 各 デ ー タ 線 １ ７ １ は 、 主 に 縦 方 向 に の び て お り 、 各 ド レ イ ン 電
極 １ ７ ５ に 向 け て 複 数 の 分 岐 を 出 し デ ー タ 線 １ ７ １ か ら 拡 張 し た ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ を 有 す
る 。 デ ー タ 線 １ ７ １ の 一 端 部 １ ７ ９ は 、 外 部 か ら の 画 像 信 号 を デ ー タ 線 １ ７ １ に 伝 達 す る
。
　 な お 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 重 な る 橋 部 （ ブ リ ッ ジ ） 金 属 片 １
７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ も ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 同 様 に 、 ク ロ ム 及 び ア ル ミ ニ
ウ ム な ど の 様 々 な 導 電 物 質 で 形 成 さ れ 、 単 一 層 若 し く は 多 重 層 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ の 下 に は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ に 沿 っ て 主 に 縦 に 長 く
の び た 複 数 の 線 状 半 導 体 １ ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 非 晶 質 シ リ コ ン な ど か ら な る 各 線 状 半
導 体 １ ５ １ は 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ に 向 け て 拡
張 し 、 チ ャ ン ネ ル 部 １ ５ ４ を 有 す る 。
　 半 導 体 １ ５ １ と デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ の 間 に は 、 両 者 間 の 接 触 抵 抗 を
各 々 減 少 さ せ る た め の 複 数 の 線 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １ と 島 状 の オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材
１ ６ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １ は 、 シ リ サ イ ド や n型 不 純 物 が 高 濃
度 に ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン な ど で 形 成 さ れ 、 分 岐 し た オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６
３ を 有 し 、 島 状 の オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ ５ は 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ を 中 心 に オ ー ミ ッ ク 接
触 部 材 １ ６ ３ と 対 向 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ の 上 に は 、 平 坦 化 特 性 が 優 れ て 感 光 性 を 有 す る
有 機 物 質 、 プ ラ ズ マ 化 学 気 相 蒸 着 （ Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ ） で 形 成 さ れ る a-Si:C:O、 a-Si:O:Fな ど の
低 誘 電 率 絶 縁 物 質 若 し く は 窒 化 ケ イ 素 な ど か ら な る 保 護 膜 １ ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
　 保 護 膜 １ ８ ０ に は 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ の 少 な く と も 一 部 と デ ー タ 線 １ ７ １ の 端 部 １ ７
９ を 各 々 露 出 す る 複 数 の 接 触 孔 １ ８ ５ 、 １ ８ ２ が 具 備 さ れ て い る 。 一 方 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １
の 端 部 １ ２ ９ に お い て も 外 部 の 駆 動 回 路 と 連 結 す る た め の 接 触 部 を 有 し 、 複 数 の 接 触 孔 １
８ １ が 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ と 保 護 膜 １ ８ ０ を 介 し て ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 端 部 １ ２ ９ を 露 出
す る 。
　 保 護 膜 １ ８ ０ 上 に は 、 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ を 有 す る 複 数 の 画 素 電 極 １ ９ ０ を
始 め と し て 複 数 の デ ー タ 接 触 補 助 部 材 ８ ２ 、 ８ １ が 形 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び
デ ー タ 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ は 、 ITO（ indium tin oxide） や IZO（ indium zinc oxide
） の よ う な 透 明 導 電 体 や ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） の よ う な 光 反 射 特 性 が 優 れ た 不 透 明 導 電 体 で
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 画 素 電 極 １ ９ ０ に 形 成 さ れ て い る 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ を
上 下 に 半 分 す る 位 置 に 横 方 向 に 形 成 さ れ て い る 横 切 開 部 １ ９ ２ と 、 半 分 し た 画 素 電 極 １ ９
０ の 上 下 部 分 に 各 々 斜 線 方 向 に 形 成 さ れ て い る 斜 線 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ３ を 含 む 。 切 開 部
１ ９ ２ は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ の 右 側 辺 か ら 左 側 辺 へ 囲 ま れ た 形 態 で 、 入 口 は 広 く 対 称 に 拡 張
さ れ て い る 。 こ の た め 、 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 各 々 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と デ ー タ 線 １ ７ １ が 交 差
し て 画 定 す る 画 素 領 域 を 上 下 に 二 等 分 す る 線 （ ゲ ー ト 線 と 並 行 な 線 ） に 対 し て 実 質 的 に 鏡
状 対 称 を な し て い る 。
　 こ の 時 、 上 下 の 斜 線 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ３ は 互 い に 垂 直 を な し て い る が 、 こ れ は 、 フ リ
ン ジ フ ィ ー ル ド の 方 向 を ４ 方 向 に 均 等 に 分 散 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 画 素 電 極 １ ９ ０ と 同 一 層 に は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ を 隔 て て 互 い に 隣 接 す る 画 素 の 維
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持 電 極 １ ３ ３ aと 維 持 電 極 線 １ ３ １ を 接 続 す る 維 持 配 線 接 続 橋 （ ブ リ ッ ジ ） ８ ４ が 形 成 さ
れ て い る 。 維 持 配 線 接 続 橋 ８ ４ は 、 保 護 膜 １ ８ ０ と ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ に わ た っ て 形 成 さ
れ て い る 接 触 孔 １ ８ ３ 、 １ ８ ４ を 通 じ て 、 維 持 電 極 １ ３ ３ a及 び 維 持 電 極 線 １ ３ １ と 接 触
し て い る 。 維 持 配 線 接 続 橋 ８ ４ は 、 橋 部 金 属 片 １ ７ ２ と 重 な っ て お り 、 こ れ ら を 互 い に 電
気 的 に 接 続 す る こ と も で き る 。 維 持 配 線 接 続 橋 ８ ４ は 、 下 部 基 板 １ １ ０ 上 の 維 持 配 線 全 体
を 電 気 的 に 接 続 す る 役 割 を す る 。 こ の よ う な 維 持 配 線 は 、 必 要 な 場 合 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ や
デ ー タ 線 １ ７ １ の 欠 陥 修 理 に 用 い ら れ 、 橋 部 金 属 片 １ ７ ２ は 、 前 記 修 理 の た め に レ ー ザ ー
を 照 射 す る と き に 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 維 持 配 線 接 続 橋 ８ ４ の 電 気 的 連 結 を 補 助 す る た め に
形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 画 素 電 極 １ ９ ０ が 形 成 さ れ て い る 保 護 膜 １ ８ ０ の 上 部 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 テ ー パ
構 造 で 形 成 さ れ 、 傾 斜 面 を 有 し 絶 縁 物 質 か ら な る プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 時 、 水 平 面 に 対 し て プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の 傾 斜 面 の 傾 斜 角 （ θ ） は １ ～ １ ０ ° の 範 囲
、 よ り 好 ま し く は １ ． ２ ～ ３ ． ０ ° の 範 囲 と す る の が 好 ま し く 、 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、
１ ９ ３ を 中 心 に 両 方 ま た は 一 方 向 に 行 く ほ ど 次 第 に 薄 い 厚 さ を 有 す る 。
　 ま た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ の 上 部 に は 、 絶 縁 物 質 か ら な り 、 二 つ の 表 示 板 １
０ ０ 、 ２ ０ ０ の 間 隔 を 一 定 に 維 持 す る た め の 基 板 間 隔 材 ３ ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の 時 、 プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ は 、 基 板 間 隔 材 ３ ２ ０ と 同 一 層 に 形 成 で き 、 保 護 膜 １ ８ ０
と 一 体 に 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ と 対 向 す る 対 向 表 示 板 ２ ０ ０ に は 、 上 部 の 絶 縁 基
板 ２ １ ０ に 画 素 周 縁 か ら の 光 漏 れ を 防 ぐ た め の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ が 形 成 さ れ て
い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ の 上 に は 、 赤 、 緑 、 青 の カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ が 形 成
さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ の 上 に は 、 全 面 的 に 平 坦 化 膜 ２ ５ ０ が 形 成 さ れ 、 そ の
下 部 に は 、 切 開 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ を 有 す る 基 準 電 極 ２ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 共
通 電 極 ２ ７ ０ は 、 ITOま た は IZO（ indium zinc oxide） な ど の 透 明 な 導 電 体 で 形 成 す る 。
　 共 通 電 極 ２ ７ ０ の 一 組 の 切 開 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ の 切 開 部 １
９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ の う ち の ゲ ー ト 線 １ ２ １ に 対 し て ４ ５ ° を な す 部 分 １ ９ １ 、 １ ９ ３
と 交 互 に 配 置 さ れ 、 こ れ と 並 ぶ 斜 線 部 と 画 素 電 極 １ ９ ０ の 辺 と 重 な っ て い る 端 部 を 含 む 。
こ の 時 、 端 部 は 、 縦 方 向 端 部 と 横 方 向 端 部 に 分 類 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 の よ う な 構 造 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 と 対 向 表 示 板 を 整 列 し て 結 合 し 、 そ の 間 に 液
晶 物 質 を 注 入 し て 垂 直 配 向 す れ ば 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 構 造 が 完 成 す る 。
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ と 対 向 表 示 板 ２ ０ ０ を 整 列 し た 後 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ 及 び
画 素 電 極 １ ９ ０ に 電 界 が 印 加 さ れ た 状 態 で 、 画 素 の 液 晶 分 子 が 、 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、
１ ９ ３ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ の 境 界 及 び 画 素 電 極 １ ９ ０ 端 部 の 境 界 に 形 成 さ れ る フ リ
ン ジ フ ィ ー ル ド に よ っ て 複 数 の ド メ イ ン に 分 割 さ れ る 。 こ れ ら の ド メ イ ン 内 部 に 位 置 す る
液 晶 分 子 は 、 そ の 平 均 長 軸 方 向 に よ っ て ４ 種 類 に 分 け ら れ 、 そ れ ぞ れ の ド メ イ ン は 細 長 く
形 成 さ れ 、 幅 と 長 さ を 有 す る 。
　 し た が っ て 、 画 素 電 極 １ ９ ０ の 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ 及 び 共 通 電 極 ２ ７ ０ の 切
開 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ は 、 液 晶 分 子 を 分 割 配 向 す る ド メ イ ン 規 制 手 段 と し て 働 き 、
ド メ イ ン 規 制 手 段 と し て 、 切 開 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ 、 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ の 代
わ り に 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 共 通 電 極 ２ ７ ０ の 上 部 ま た は 下 部 に 無 機 物 質 ま た は 有 機 物 質 で
突 起 を 形 成 す る 場 合 に は 、 幅 を ５ μ mか ら １ ０ μ mの 間 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 テ ー パ 構 造 の プ レ チ ル ト 膜 ３
１ ０ に よ り 液 晶 分 子 は 任 意 の 方 向 に 傾 斜 す る 。 即 ち 、 液 晶 分 子 ３ １ ０ に は 、 切 開 部 １ ９ １
、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ に よ る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド 、 プ レ チ ル ト 膜 ３
１ ０ の 傾 斜 に よ っ て 誘 導 さ れ た 傾 斜 し た 配 向 力 及 び プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の 厚 さ の 差 に 起 因
す る セ ル ギ ャ ッ プ 差 に よ る 等 電 位 線 の 変 化 な ど で 、 液 晶 分 子 ３ １ ０ は 、 ド メ イ ン が 分 割 す

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-106658 A 2006.4.20



る 方 向 に プ レ チ ル ト 角 が 与 え ら れ 横 に な り 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ 及 び 画 素 電 極 １ ９ ０ に 電 圧 を
印 加 し た と き に 、 切 開 部 １ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ に 隣 接 し な い
液 晶 分 子 ３ １ ０ も 横 に な る 方 向 が 決 定 さ れ 、 全 体 的 に 液 晶 分 子 ３ １ ０ は 急 速 に 駆 動 し 液 晶
分 子 ３ １ ０ の 応 答 速 度 が 速 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 別 の 形 態 と す る こ と が で き
、 プ レ チ ル ト 膜 を 対 向 表 示 板 に 形 成 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 一 実 施 例 を 、 図 面 を 参
照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ５ は 本 発 明 の 別 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 配 置 図
で あ り 、 図 ６ は 図 ５ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の VI-VI´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の
層 状 構 造 は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 層 状 構 造 と
ほ ぼ 同 様 で あ る 。 即 ち 、 基 板 １ １ ０ 上 に 複 数 の ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ を 含 む 複 数 の ゲ ー ト 線 １
２ １ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 、 複 数 の 突 出 部 １ ５ ４ を 含 む 複 数 の 線 状 半
導 体 １ ５ １ 、 複 数 の 突 出 部 １ ６ ３ を 各 々 含 む 複 数 の 線 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １ 及 び 複
数 の 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ ５ が 順 次 に 形 成 さ れ て い る 。 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １
、 １ ６ ５ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は 、 複 数 の ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ を 含 む 複 数 の デ ー タ 線
１ ７ １ 及 び 複 数 の ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 保 護 膜 １ ８ ０ が 形 成 さ れ て い
る 。 保 護 膜 １ ８ ０ 及 び /ま た は ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ に は 、 複 数 の 接 触 孔 １ ８ ２ 、 １ ８ １ 、
１ ８ ５ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 部 に は 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し か し 、 こ の 他 の 実 施 例 に お い て は 、 半 導 体 １ ５ １ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 位 置 す る 突
出 部 １ ５ ４ を 除 い て 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ 及 び そ の 下 部 の オ ー ミ ッ ク 接
触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ と 実 質 的 に 同 一 な 平 面 形 状 を 有 し て い る 。 詳 細 に は 、 線 状 半 導 体 １
５ １ は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ と 、 そ の 下 部 の オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６
１ 、 １ ６ ５ の 下 に 存 在 す る 部 分 の 他 に も 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ と ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ の 間 で
こ れ ら に よ っ て 覆 わ れ ず 露 出 さ れ た 部 分 を 有 し て い る 。
　 ま た 、 対 向 表 示 板 ２ ０ ０ に は 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 平 坦 化 膜 ２ ５ ０ の 下 部
に 、 テ ー パ 構 造 と さ れ て 、 傾 斜 面 を 有 し 絶 縁 物 質 か ら な る プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 時 、 水 平 面 に 対 し て プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の 傾 斜 面 の 傾 斜 角 （ θ ） は １ ～ １ ０
° の 範 囲 と す る の が 好 ま し く 、 プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ は 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ の 切 開 部 ２ ７ １ 、
２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ を 中 心 に 、 両 方 ま た は 一 方 向 に 行 く ほ ど 次 第 に 薄 い 厚 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 は 、 製 造
工 程 に お い て 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び 半 導 体 １ ５ １ を 、 位 置 に よ っ て 部 分 的 に 異 な る 厚 さ を
有 す る 感 光 膜 パ タ ー ン を 用 い る フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 で 共 に パ タ ー ニ ン グ し て 形 成 す る こ
と が で き る 。
　 一 方 、 前 記 の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ が 対 向 表 示 板 ２ ０ ０
に 配 設 さ れ て い る が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ に 配 設 す る こ と も で き 、 こ の 場 合 に
は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ ま た は 保 護 膜 １ ８ ０ の 下 部 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に つ い
て 、 図 面 を 参 照 し て 一 実 施 例 と し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を
示 す 配 置 図 で あ り 、 図 ８ は 図 ７ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の VIII-VIII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る
。
　 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の
層 状 構 造 は 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 層 状 構 造
と ほ ぼ 同 様 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 保 護 膜 １ ８ ０ の 下 部 に は 、 赤 、 緑 及 び 青 の カ ラ
ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bが 画 素 に 順 次 に 形 成 さ れ て い る 。 赤 、 緑 、 青 の カ
ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bは 、 各 々 デ ー タ 線 １ ７ １ 上 部 に 境 界 を 置 き 、 画
素 列 に 沿 っ て 縦 に 長 く 形 成 さ れ て お り 、 隣 り 合 う カ ラ ー フ ィ ル タ が デ ー タ 線 １ ７ １ 上 で 互
い に 部 分 的 に 重 な っ て 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 上 で 丘 を な す こ と が で き る 。 こ の 時 、 互 い に 重 な
る 赤 、 緑 、 青 の カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bは 、 隣 り 合 う 画 素 領 域 間 で 漏
れ る 光 を 遮 断 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 機 能 を 有 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 実
施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 対 向 表 示 板 で は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス を 省 略 し 、 共 通 電 極 ２
７ ０ の み を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 通 常 、 本 発 明 が 適 用 さ れ な い 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ２ １ ～ ２ ５ ms程 度 の 液
晶 分 子 の 応 答 速 度 を 有 す る が 、 映 像 な ど の 動 画 表 示 に お い て は １ 秒 間 に ６ ０ 枚 （ ６ ０ フ レ
ー ム ） の 画 像 を 表 示 す る 必 要 が あ る の で 、 応 答 速 度 が 少 な く と も １ ６ m秒 よ り も 速 い こ と
が 要 求 さ れ る 。 液 晶 の 応 答 速 度 は 、 大 き く 、 ラ イ ジ ン グ タ イ ム （ rising time） 及 び フ ォ
ー リ ン グ タ イ ム （ falling time） に 分 け ら れ る 。 前 者 は 、 ２ つ の 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に
形 成 さ れ た 各 々 の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ に 電 圧 が 加 わ ら な い 状 態 で 、 最 も 大 き い 電 圧 を 加 え
た と き に 液 晶 が 反 応 す る 応 答 時 間 で あ り 、 後 者 は 、 最 も 大 き い 電 圧 を 印 加 し た 状 態 で 最 も
低 い 電 圧 を 加 え た と き の 液 晶 が 反 応 す る 応 答 時 間 、 即 ち 、 液 晶 分 子 が 本 来 の 状 態 に 戻 る 時
間 で あ る 。 こ こ で 、 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で 得 ら れ る フ ォ ー リ ン グ タ イ ム は ５ ～
６ ms程 度 と さ れ る の で 、 ラ イ ジ ン グ タ イ ム を ９ ～ １ ０ ms以 内 の 範 囲 で 得 ら れ る の で あ れ ば
、 動 画 が 実 現 可 能 な １ ６ ms以 下 の 速 い 液 晶 の 応 答 速 度 を 実 現 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の
構 成 に よ る 前 記 応 答 速 度 の 実 現 に 関 し て 、 実 験 例 を 通 じ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 験 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 応 答 速 度 を 示 す 表 で あ る 。
　 図 ９ の 表 に お い て 、 ＃ １ 、 ＃ ４ 及 び ＃ ６ は 、 各 々 、 プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の 傾 斜 角 （ θ ）
が そ れ ぞ れ １ ． ９ ° 、 １ ． ８ ° 、 １ ． １ ° で あ る 場 合 を 示 し て お り 、 Cell gapは 二 つ の 表
示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 間 の 間 隔 で あ り 、 Trは ラ イ ジ ン グ タ イ ム で あ り 、 Tfは フ ォ ー リ ン グ タ
イ ム で あ り 、 Ttotは ラ イ ジ ン グ タ イ ム と フ ォ ー リ ン グ タ イ ム の 和 で あ る 液 晶 の 応 答 速 度 で
あ り 、 Vwは 明 る い 色 を 表 示 し た と き の 駆 動 電 圧 で あ り 、 Vbは 暗 い 色 を 表 示 し た と き の 駆 動
電 圧 で あ る 。
　 図 ９ の 表 に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 験 例 で は 、 応 答 速 度 が １ ６ ms以 下 の １ ３ ． ９ ５ ms
、 １ ４ ． ８ ８ ms及 び １ ５ ． ３ ４ msと 測 定 さ れ 、 動 画 の 実 現 が 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 図 示 さ
れ て い る よ う に 、 プ レ チ ル ト 膜 の 傾 斜 角 が 増 加 す る ほ ど ラ イ ジ ン グ タ イ ム （ Tr） 及 び 応 答
速 度 （ Ttot） が 速 く な る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 プ レ チ ル ト 膜 を 有 す る 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 に
つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 こ こ で は 、 共 通 電 極 表 示 板 の 製 造 方 法 を 例 に あ
げ て 説 明 す る 。
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 共 通 電 極 表 示 板 の 製 造 方 法 に お け る プ レ
チ ル ト 膜 及 び マ ス ク の 整 列 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ １ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶
表 示 装 置 用 共 通 電 極 表 示 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 プ レ チ ル ト 膜 及 び マ ス ク の 整 列 状 態 で の
マ ス ク の ス リ ッ ト 模 様 を 詳 細 に 示 す 図 面 で あ る 。 な お 、 図 １ ０ は 、 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ を 図
４ と は 上 下 入 れ 替 え て 表 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 上 部 絶 縁 基 板 ２ １ ０ 上 に 画 素 に 開 口 部 を 有 す る ブ ラ ッ ク マ
ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ を 形 成 す る 。 こ の よ う な ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ は 、 黒 色 顔 料 を 含
む 有 機 物 層 を 形 成 し た 後 、 若 し く は ク ロ ム ま た は 酸 化 ク ロ ム な ど の 金 属 を 積 層 し た 後 、 マ
ス ク を 用 い る フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 で パ タ ー ニ ン グ し て 形 成 す る 。
　 次 に 、 上 部 絶 縁 基 板 ２ １ ０ の 上 部 に 、 周 縁 の 一 部 が ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ と 重 な
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る カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ を 形 成 す る 。 こ の 時 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ の 画 素
に 順 次 に 配 設 さ れ て い る 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ を 含 む が 、 そ れ ぞ れ の カ ラ ー
フ ィ ル タ は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の 顔 料 を 含 む 陰 性 の 感 光 性 有 機 膜 を 塗 布 し た 後 、 写 真 工 程
で 有 機 膜 を 露 光 し 現 像 し て 順 次 に 形 成 す る 。
　 次 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ 及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ を 保 護 す る た め に 、 そ の
上 に 窒 化 ケ イ 素 ま た は 酸 化 ケ イ 素 の よ う な 絶 縁 物 質 ま た は 有 機 絶 縁 物 質 の 層 を 形 成 し て 平
坦 化 膜 ２ ５ ０ を 形 成 し た 後 、 ITOま た は IZOの よ う な 透 明 な 導 電 物 質 を 積 層 し 、 マ ス ク を 用
い た フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 で パ タ ー ニ ン グ し て 共 通 電 極 ２ ７ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 平 坦 化 膜 ２ ５ ０ の 上 に 、 絶 縁 物 質 で あ る 陽 性 の
感 光 性 有 機 膜 を 形 成 し た 後 、 マ ス ク ４ ０ ０ を 用 い て 有 機 膜 を 露 光 し 現 像 し て 、 中 央 か ら 周
縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 薄 い 厚 さ を 有 す る テ ー パ 構 造 の プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ を 形 成 す る 。 有 機
膜 を 選 択 的 に 露 光 す る た め に 、 マ ス ク ４ ０ ０ は 、 光 の 大 部 分 を 透 過 さ せ る 透 過 領 域 Cと 、
光 の 一 部 分 の み を 透 過 さ せ る 半 透 過 領 域 A、 Bを 含 む 。 半 透 過 領 域 A、 Bに は 、 光 の 透 過 率 を
調 節 す る た め に 複 数 の ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 ス リ ッ ト ４ ２ ０ 及 び ス リ ッ ト ４ ２ ０ を 画 定 す
る 遮 光 膜 ４ １ ０ の 幅 及 び 間 隔 は 、 露 光 時 に 用 い る 露 光 器 の 分 解 能 よ り も 小 さ い の が 好 ま し
い 。 こ の 時 、 マ ス ク ４ ０ ０ の 半 透 過 領 域 A、 Bに お い て 、 プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の 中 央 か ら プ
レ チ ル ト 膜 の 両 側 縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 高 い 透 過 度 を 有 す る 。 半 透 過 領 域 Aに お い て 、 ス リ
ッ ト ４ ２ ０ を 画 定 す る 遮 光 膜 ４ １ ０ の 幅 は １ ． ０ ～ ２ ． ５ μ mの 範 囲 と 一 定 で あ り 、 ス リ
ッ ト ４ ２ ０ は 、 該 半 透 過 領 域 Aの 中 心 か ら 両 側 縁 に 行 く ほ ど 次 第 に 幅 が 増 加 す る 。 半 透 過
領 域 Bで は 、 ス リ ッ ト ４ ２ ０ の 幅 は １ ． ０ ～ ２ ． ５ μ mの 範 囲 と 一 定 で あ り 、 遮 光 膜 ４ １ ０
は 半 透 過 領 域 Aか ら 遠 く な る ほ ど 幅 が 減 少 す る 。 こ の よ う に 、 マ ス ク ４ ０ ０ を 用 い る 本 実
施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の 傾 斜 面 が 一 つ の
傾 斜 角 を 有 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き 、 均 一 性 及 び 再 現 性 を 保 持 で き る 製 造 工 程 を 通
じ て 、 工 程 マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ の 時 、 プ レ チ ル ト 膜 ３ １ ０ の う ち 、 最 も
厚 い 部 分 の 厚 さ は 、 画 素 の 透 過 率 を 考 慮 し て １ ． ５ μ m以 下 と す る の が 好 ま し く 、 プ レ チ
ル ト 膜 ３ １ ０ の 断 面 の 幅 は ド メ イ ン の 幅 に 応 じ て 変 更 さ れ 、 基 板 ２ １ ０ 面 に 対 す る プ レ チ
ル ト 膜 ３ １ ０ の 傾 斜 面 の 傾 斜 角 は １ ． ２ ～ ３ ． ０ ° の 範 囲 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 共 通 電 極 表 示 板 ２ ０ ０ の 製 造 方
法 に つ い て 説 明 し た が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 に お い て も プ レ チ ル ト 膜 を 形
成 す る 方 法 は 同 様 で あ る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 は 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 画 素 電 極 な ど を 形 成 す る 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 液 晶 分 子 が 二 つ の 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 対 し て 垂 直 に 配 列 さ れ
て い る 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て の み 説 明 し た が 、 プ レ チ ル ト 膜 を 通 じ て 液
晶 分 子 の 駆 動 速 度 を 向 上 さ せ る 本 発 明 の 構 成 は 、 二 つ の 表 示 板 に 対 し 、 液 晶 分 子 を 平 行 な
状 態 で 螺 旋 形 に 捩 じ れ て 配 列 す る 捩 じ れ ネ マ チ ッ ク 方 式 （ twisted nematic mode） 、 及 び
共 通 電 極 と 画 素 電 極 を 同 一 の 表 示 板 に 配 設 し 、 表 示 板 に 平 行 に 配 列 さ れ て い る 液 晶 分 子 を
駆 動 す る 平 面 駆 動 方 式 （ in-plane switching mode） な ど の 様 々 な 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に
適 用 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る マ ス ク は 、 プ レ チ ル ト 膜 の み な ら ず 絶 縁 膜 、 導 電 膜 の よ う
な 薄 膜 を テ ー パ 構 造 で 形 成 す る と き に 同 様 に 適 用 す る こ と が で き 、 絶 縁 膜 に 接 触 孔 を 形 成
す る と き 、 接 触 孔 の 側 壁 を 傾 斜 を 有 す る よ う に 形 成 す る と き に も 、 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 当 該 技 術 分 野 の 熟 練 し た 当 業 者
は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 思 想 及 び 領 域 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 、 本 発 明
を 多 様 に 修 正 及 び 変 更 す る こ と が 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の IV-IV´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の VI-VI´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の VIII-VIII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 験 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 応 答 速 度 を 測 定 し た 表 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 の 共 通 電 極 表 示 板 の 製 造 方 法 に お け る プ
レ チ ル ト 膜 と マ ス ク の 整 列 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 の 共 通 電 極 表 示 板 の 製 造 方 法 に お け る プ
レ チ ル ト 膜 と マ ス ク の 整 列 状 態 に お け る マ ス ク の ス リ ッ ト 模 様 を 詳 細 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 　 表 示 板
１ ２ １ 　 ゲ ー ト 線
１ ２ ４ 　 ゲ ー ト 電 極
１ ３ １ 　 維 持 電 極 線
１ ４ ０ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ７ １ 　 デ ー タ 線
１ ９ ０ 　 画 素 電 極
１ ７ ５ 　 ド レ イ ン 電 極
１ ７ ３ 　 ソ ー ス 電 極
１ ８ ０ 　 保 護 膜
１ ９ １ 、 １ ９ ２ 、 １ ９ ３ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ 　 切 開 部
２ ２ ０ 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
２ ３ ０ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
２ ７ ０ 　 基 準 電 極
３ １ ０ 　 プ レ チ ル ト 膜
４ ０ ０ 　 マ ス ク
４ １ ０ 　 遮 光 膜
４ ２ ０ 　 ス リ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(13) JP 2006-106658 A 2006.4.20



【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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